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(54)【発明の名称】 仮想内視鏡

(57)【要約】
【課題】  患者にストレスを与えず、管腔内の診断と、
ＣＴとして診断、管腔周囲の診断を、同時に、高度に可
能とする。
【解決手段】  ＣＴ情報を使用して、内視鏡様再構成像
と、その軸に交わる断面のＣＴ画像を、組み合わせて同
時に表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】ＣＴの情報を使用して、内視鏡様再構成像
（仮想内視鏡画像）を作成し、この内視鏡様再構成像の
管腔の軸に交わる断面のＣＴ再構成画像を作成し、同時
に表示する仮想内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、これまでの内視
鏡様再構成像（仮想内視鏡画像）に、この管腔の軸に交
わる断面のＣＴ再構成画像を同時に表示し、内視鏡とＣ
Ｔの利点を兼ね備え、互いの画像をあわせて総合的に診
断することで、より高度の診断を可能とし、実際の医療
への応用を可能とした、仮想内視鏡に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】従来の仮想内視鏡は、高分解能ＣＴの情
報を平滑化するなどして内視鏡様再構成像（仮想内視鏡
画像）を構成するために、細かい管腔内の所見が消失
し、内視鏡診断における意義は殆ど無かった。また内視
鏡像を模倣するため、管腔外の所見の描出はできなかっ
た。高分解能ＣＴのみでは、管腔内の立体的な関係の理
解が難しく、また管腔の軸に沿っていないため、管腔が
管として正接像で描出されないことが多く、このことは
管腔臓器の診断をより難しくしていた。ＣＴ画像を管腔
の軸に沿って再構成するのみでは、管腔内の立体的かつ
深度のある理解が難しく、客観的な診断が難しかった。
通常の内視鏡検査とＣＴ検査は、それぞれ高い診断的価
値があったが、それぞれ独立した検査として存在してい
るために、同時に検査を行うことや、同時に診断するこ
とができず、十分有効な検査となっていなかった。内視
鏡検査は患者のストレスが大きく、少ないとはいえ合併
症の可能性があり、容易に施行できず、診断が遅れるな
どの問題があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡としての管腔内
の立体的な診断と、ＣＴとしての高い分解能がある診
断、更に管腔周囲の解剖学的構造の診断を、患者のスト
レス無く、同時に、高度に可能とすること。
【０００４】
【課題を解決するための手段】診断を行う臓器を含む領
域のＣＴ撮影を行う。このＣＴ情報を使用して、内視鏡
様再構成像（仮想内視鏡像）を作成し、この内視鏡様再
構成像の管腔の軸に交わる断面のＣＴ再構成画像を作成
して、同時に表示する。ＣＴを撮影することで、患者に
ストレスのある内視鏡検査を受けさせる必要が無く、内
視鏡としての管腔内の立体的構造が内視鏡様再構成像
（仮想内視鏡像）によって理解され、管腔に沿う病変が
ＣＴ画像として診断でき、また管腔から周囲の深部方向
の診断がＣＴ再構成画像により超音波内視鏡のように診
断でき、これを同時に表示することで総合的な診断が、*
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*より高度に、必要に応じて何度でも可能となる。
【０００５】
【発明の実施の形態】診断を行う臓器を含む領域のＣＴ
撮影を行い、その情報をもとに内視鏡様再構成像を作成
する。内視鏡様再構成像の中枢側断端に交わる断面で、
その内視鏡様構成像の管腔の軸に直交するＣＴ再構成画
像を作成し、内視鏡様再構成像の周囲に表示したものが
図１である。内視鏡様再構成像を内視鏡検査のように、
管腔に沿って進めたり戻すなどの操作に従い、周囲のＣ
Ｔ画像を動かすことで、内視鏡としての利点、ＣＴとし
ての利点、超音波内視鏡としての利点を生かした診断
を、同時に、また総合してより高いレベルで、患者にス
トレスを与えることなく、何度でも可能になる。内視鏡
様再構成像とＣＴ再構成画像は、任意の倍率、任意の広
さで表示することで、目的に応じた高度な診断が可能と
なる。内視鏡様再構成像（仮想内視鏡像）をＣＴ再構成
画像の内部に表示する図１のような表示方法では、内視
鏡様再構成像がＣＴ再構成画像より小さくなるため、必
要に応じて内視鏡様再構成像とＣＴ再構成画像を並べて
表示することで、十分に拡大して見やすくなり、高い診
断が可能となる。ＣＴ再構成画像は、内視鏡様再構成像
の管腔の軸に対して任意の角度で表示する、また内視鏡
様再構成像の中枢側断端からずらして任意の位置で表示
する事も可能である。またＣＴ再構成画像に対して、内
視鏡様再構成像の角度、位置を自由に設定することも可
能である。このことにより、管腔所見、管腔周囲所見を
より総合的に高い精度で診断可能となる。内視鏡様再構
成画像とその管腔の軸に交わる断面でのＣＴ再構成画像
の色を変える、たとえば前者は実際の内視鏡像の色調、
後者はＣＴ像としての白黒にすることで、容易な理解を
可能とする。
【０００６】
【発明の効果】内視鏡検査を実際に行わずに、内視鏡検
査と同等またはそれ以上の診断が可能となり、患者の負
担が大きく解消され、容易に施行しにくいこれまでの内
視鏡検査のかわりに、必要時に躊躇無く行うことで、異
常の早期発見が可能となり、さらにより高度な診断を可
能となり、医療の発展に大きく貢献すると考えられる。
【図面の簡単な説明】
【図１】気管および気管分岐部近傍のＣＴの内視鏡様再
構成像に、内視鏡様再構成像の中枢側断端に交わる断面
で、その内視鏡様再構成像の軸に直交するＣＴ再構成像
を作成し、内視鏡様再構成像の周囲に表示した模式図で
ある。
【符号の説明】
１  上大静脈（管腔の軸に交わる断面でのＣＴの再構成
画像）
２  奇静脈（管腔の軸に交わる断面でのＣＴの再構成画
像）
３  気管分岐部（ＣＴの内視鏡様再構成像）
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４  右主気管支（ＣＴの内視鏡様再構成像）
５  左主気管支（ＣＴの内視鏡様再構成像）
６  食道（管腔の軸に交わる断面でのＣＴの再構成画
像）
７  椎体（管腔の軸に交わる断面でのＣＴの再構成画
像）
８  リンパ節（管腔の軸に交わる断面でのＣＴの再構成*
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*画像）
９  大動脈（管腔の軸に交わる断面でのＣＴの再構成画
像）
１０  気管壁（管腔の軸に交わる断面でのＣＴの再構成
画像）
１１  気管膜様部（ＣＴの内視鏡様再構成像）

【図１】
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